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いは伝達することを可能とし,宮城県の普及技術
1)と して

1 は じ め に 実用化されたので,その概要を報告する。

宮城県農業センターでは,昭和59年から稲作などの指導   なお,本システム開発の一部は農林水産省一般別枠研究
普及に係わる様々な情報の効率的な収集と伝達を促進する  「農業生産管理システム構築のための情報技術の開発」の
ため,コ ンピュータを利用した農業情報処理システムの開  受託試験として実施した。
発 2)に取り組んで来た。

2 システムの概要このたび,同農業センターに設置したパーソナルコン

ピュータをホスト局として,県庁農産課を始め県内全農業  本システムにおける情報の流れは図 1に示したとおりで ,
改良普及所 (14か所 )及び病害虫防除所,農業試験場など  農業センターに設置されたパーソナルコンピュータと記憶
に設置されたパーソナルコンピュータをターミナル局とし  装置を主装置として,農政部各課及び関係機関などに設置
て,タ ーミナル側から公衆電話回線を通して随時アクセス  されたパーソナルコンピュータなどを端末装置として公衆
するBBS方式 (電子掲示板システム )に よるパソコン通  電話回線で接続し,必要なデータを随時交信する。
信ネットワークシステムを構築した。            同システムを通じて交信可能な情報は,表 1に示したと

このシステムは,気象データ並びに水稲の生育,病害虫,  おり,気象データ,稲生育 ,病害虫情報,対応技術などで
対応技術などに関する稲作情報を簡便かつ迅速に収集ある  ある。

表 1 通信ネットワークを通 じて交信可能な情報
1 気象データ
1)時刻月1気象データ。毎時又診したアメダス気象データで 観測地点は県内24tl所 ,県外 13箇 ,F.
観測項目は 1時間雨量′気諷 日照度数 刷

" 
風速の 6項目.

2)日,崎象データ。上の時賓!別アータを日
',に
型朝に自動編集したデータで 編集淡日は最高 最

低 平均気涅 債算雨旦 最多風向 平気メ達 日照時間の ]項日。
3)気麺 報。注意報 警颯 以上睡時 )予 報 (毎日)な どのカタカナ電文を平がな薇■混じり文
に自動変換 した文書.

2 水稲の生青デ タ
1)水椰土育調査闘データ。

'1内

4鏑所 (農業センター,占‖農業試験場を合む )の 各生■ 収量調
査結果を地帯 品慮 ,占の種類 普及所別などに編集したデータ.
0 各種技術情報に関するデータ
1)水 1:の生育状況.凛業センターで解析したi育診断予測情報などを 随時続み出し可能な I電子
掲示範 に掲載した文書ファイルやデータファイル.

2)病害虫発.L状況。病書虫防除所で解lrした病害虫発生了擦情報などを同様に掲載した文書ファイ
ルやテータファイル.

の 技術対策 .気象変llや生青状況に即応 した対応技術などの文書ファイル .
4 そのイ也のデータ
1)電 子メール.′ ソ`コンのソープ 0で作成 した文書ファイルなど.
2)各種アータ.郷十資料及び各種の応用プログラムやデータなど。

3 主装置 の機能構成
は 3回線であるが,同時処理は行っていない。

12)高解像度カラーディスクプレイ及び漢字プリンター
ll, 主装置の本体は,16ビットパーソナルコンピュター  で利用状況をモニターしている。
(主メモリ640Kバイト)を使用し,外部記憶装置として   0)プ ログラム開発言語は,MS-1)OS上 で作動す
2メ ガバイトのフロッピーディスク装置と10メ ガバイトの  るBASIC及 びマクロアッセンブラーを使用した。
固定ディスク装置を使用している。交信可能な電話回線数
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図 1 パソコン通信による稲作情報の流れ

4 交信データの活用方法

に)気象データ関係
1)定期的に日別気象データをパソコン通信で取り出
して,各端末の「気象データベース」を更新する。

2)異常気象時などには,時亥1別気象データをパソコ
ン通信で検索して,必要なデータを取り出して地域の気象

状況を迅速に把握できる。

3)1)で更新した「気象データベースJを検素して ,

任意の期間の積算値や平均値を取り出して,観測地点間や

平年値などと比較した作表あるいは作図処理を実行して普

及指導資料を速やかに作成できる。

ワ〕水稲の生育データ関係

1)生育調査圃の10日 ごとの調査結果を主装置の「生
育調査圃データベースJに随時パソコン通信を通して入力

する。

2)調査結果のデータが主装置に入力された時刻以降
に,県内全域の集計結果を地帯 ,品種 ,苗の種類などに多

重分類して,随時読み出し可能となる。

3)読み出した生育調査の結果は,各端末のフロッピー

ディスクに文書ファイルとして記録できる。

4)従 来は調査結果を印刷物にして , 1な いし2週
間後に配布していたが,本 システムの利用によって各端末

■1では,遅くとも調査翌日までに県内の生育状況を把握で

きるようになる。

0 文書ファイル関係
1)水稲の生育状況,生育診断予測,病害虫発生状況 ,
技術対築などの文書データは,電子掲示板又は電子メール

を通じて随時読み出して,文書ファイルとして言己録出来る。

2)こ れらの文書ファイルを各端末のヮープロを用い

て編集し直して,地域の実状にきめ細かく対応した普及指

導用資料として活用できる。

3)各端末でワープロを用いて作成した共通資料など

を,パソコン通信の電子掲示板又は電子メールを通して ,

同一文書を一対一あるいは一対多数に伝達して利用するこ

とができる。

(4)利用対象地域

直通電話がlilけ られる地域で利用できる。ただし,利用

者は利用者番号と照合用暗号を登録する必要がある。

(励 利用上の注意事項
1)受信プログラムは,農業センターで開発した専用

のプログラム又は市販のプログラムを利用して行うことが

できる。

2)農業センターで開発した「稲作情報管理システ
ムJディスクをパーソナルコンピュータにセットして起動

し,画面に表示される指示に従って,コ ンピュータと対話

するように処理メニューを選択して実行すれば,初心者で

も簡便に必要な情報を取り出すことが可能である。

3)通信手順 (プ ロトコル )は ,全二重通信方式で通
信速度を300又は1200bps,語 長を 8ビ ット,バ リティビッ

ト無し,ス トップビット1ビ ット,X制御ありとする。
4)交信可能な期間は年中無休で,交信時間帯は午前
3時から午後12時までとし,こ の時間内であれば主装置tlll

に操作員が不在でも交信できる。なお,午前 0～ 3時の間

は前日分の気象データの自動編集などの処理時間帯となる。

6)利用状況
昭和63年 7月 末現在の利用者の登録数は58名 (機関 ),

1日 当たり平均利用回数は142回 , 1回当たり利用時間は

65分 となっており,昨年 6月 のBBS開局以来の延べ利

用回数は3500回を越える好況を呈している。
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